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・目標年次：20年～30年先

・酒田港の将来像、長期的な港湾整備の
方向性、空間利用のゾーニングを定め
るもの

酒田港中長期構想

・目標年次：10年～15年

・取扱貨物量の見込みに応じて、施設整
備や施設利用計画を定めるもの

・港湾法第３条に基づく法定計画

酒田港港湾計画

（１）酒田港中長期構想と酒田港港湾計画

（３）改訂に向けたスケジュール

〇 令和２年１月３０日 山形県地方港湾審議会

〇 令和２年２月１９日 国土交通省交通政策審議会港湾分科会

【平成30年度策定】 【今年度改訂予定】

資料１１．酒田港港湾計画の概要
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（２）港湾計画改訂の経過

平成１８年 ７月 交通政策審議会第18回港湾分科会 ＜酒田港港湾計画改訂＞

平成２４年 ７月 第24回山形県地方港湾審議会 ＜軽易な変更＞

平成２７年 １月 第26回山形県地方港湾審議会 ＜軽易な変更＞

平成２７年 ３月 交通政策審議会第59回港湾分科会 ＜一部変更＞



（１）港湾計画改訂の背景

〇 近年、コンテナ貨物量は順調に増加したが、外航クルーズ船の急増、バイオマス発電

所の立地による燃料輸入の増加など、酒田港を取り巻く環境が大きく変化している。

資料１２．港湾計画の方針（１）
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（２）港湾計画改訂の方向性

環境変化や課題に対応するため、「酒田港中長期構想」の基本理念や目指すべき方向

性の実現に向けた「酒田港港湾計画」の改訂を目指す。

環境変化・問題

酒田港中長期構想
－北前酒田港のＫＯＥＫＩ（交易＆公益）好循環－

（平成３１年３月策定）

経年による社会情勢の変化
港湾利用形態の変化 など

２０～３０年先を見据えた酒田港
の将来像

酒田港港湾計画改訂
中長期構想を踏まえた１０～１５年
先の施設整備計画、施設利用計
画として計画を改訂



資料１２．港湾計画の方針（２）
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改訂概要

〇北港地区
・大型貨物船増加への対応（バイオマス燃料、鉄くず原木 等）

（既存バースの改良（延伸・増深））

・輸送量増加に対する対応（酒田共同火力石炭岸壁の改良
（増深）

施 策

〇北港地区
・取扱岸壁の集約による効率化

〇本港地区
・小型高級クルーズ船受入と賑わい創出の検討

（利用形態の見直しが必要な区域を設定）

対応する施策と改訂のポイント

〇外港地区
・港内の静穏度及び船舶航行の安全を図る
（防波堤配置の見直し）
〇北港地区
・災害時の輸送拠点強化 （耐震強化岸壁の位置づけ）

４



３．酒田港の将来の取扱貨物量（１）

既定計画 取扱実績 今回計画

H30年代前半 H29 R10年代半ば

船舶乗降旅客数 4万人 2.9万人 7.4万人

酒田港の取扱貨物量

〇取扱貨物量の推計値

企業ヒアリング、アンケートに基づき、将来の取扱貨物量を推計した。
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〇船舶乗降旅客数の推計値
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石炭

石炭

石油製品

石油製品
その他

林産品

その他

日用品

その他

日用品

窯業品

窯業品

石材

石材

セメント

セメント

原塩

原塩

金属くず

金属くず

化学薬品

化学薬品

薪炭

その他

その他

合計
3,557

合計
4,368

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000 4,500 5,000

取扱実績

Ｈ29

今回計画

令和10年代半ば

石炭 石油製品 その他林産品 その他日用品

窯業品 石材 セメント 原塩

金属くず 化学薬品 薪炭 その他

(千トン)

4,255

〇品目別の取扱貨物量

３．酒田港の将来の取扱貨物量（２）

品目別に取扱貨物量を推計した。
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⻄埠頭岸壁(-5.5m)180ｍ
⇒物資補給岸壁

大浜第１岸壁
(-7.5m)130m⇒(-9m)170m

既定計画 今回計画

４．公共埠頭計画 （１）本港地区

〇大浜第１岸壁（延長130m→170m、水深7.5m→9m）
利用水準が低かったため計画を縮小していたが、利用船舶の大型化に対応して、過去の計画水深で
あった9mとする。

〇西埠頭岸壁（水深5.5m） ⇒物資補給岸壁
低利用であるため、港湾計画では物資補給岸壁（荷役を行わない岸壁）として位置付ける。
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４．公共埠頭計画 （２）北港地区

〇古湊３号岸壁（延長185m→230m、水深10m→12m）
今後もバイオマス燃料船、クルーズ船の増加が見込まれるため、既存岸壁を改良（延伸・増深）する。

〇宮海６、７号岸壁（公共用地化）
取り扱い予定であった再利用資材等の貨物需要が見込めないため、計画を削除する。将来的に貨物
需要が発生した場合に、岸壁として開発できるように公共用地に変更する。

〇宮海５号岸壁（水深7.5m) ⇒物資補給岸壁
岸壁利用の効率化のため、港湾計画では物資補給岸壁（荷役を行わない岸壁）として位置付ける。
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古湊埠頭第3号岸壁
(-10m)185ｍ⇒(-12m)230m

公共用地（開発空間の留保）
5.5ha

既定計画 今回計画

宮海埠頭第5号岸壁(-7.5m)130ｍ
⇒物資補給岸壁



【今回計画】

古湊１号岸壁
（-13m、270m）

古湊２号岸壁
（-10m、185m）

クルーズ船 バイオマス発電燃料船

【今回計画】

増深（-12m） 新設

古湊１号岸壁
（-13m、270m）

古湊２号岸壁
（-10m、185m）

埋⽴

クルーズ船 バイオマス発電燃料船

古湊３号岸壁
（-10m、185m）

クルーズ船と大型
船が同時着岸でき
ない

古湊３号岸壁
水深（-10m→12m）
延⻑（185m → 230m）
耐震強化岸壁化

既定計画

今回計画

４．公共埠頭計画 （２）北港地区

現施設では、水深や岸壁延長が不足することから、クルーズ船と原木船、金属くず船、バイオマス発電
燃料船が同時に接岸することができないため、古湊３号岸壁を改良（延伸・増深）する。
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金属くず船

原木船

金属くず船

原木船



酒⽥共同⽕⼒⽯炭岸壁
(-13m)270ｍ⇒(-14m)270m

既定計画 今回計画

５．専用埠頭計画

⽯炭船

発電所

ベルトコンベア

〇酒田共同火力石炭岸壁（延長270m、水深13m→14m）
石炭船の１回あたりの輸送量の増加に対応するため、既存岸壁を改良（増深）する。
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６．水域施設計画

既定計画 今回計画

岸壁の改良（延伸、増深）に伴い、岸壁までの航行に必要な範囲の航路、泊地の水深を変更する。
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泊地(-14m)、泊地(-13m)⇒航路・泊地（-14m）
泊地(-10m)⇒航路・泊地（-12m）

古湊3号岸壁泊地(-10m)⇒(-12m)



７．外郭施設（防波堤）

⼟砂が港内に流⼊ ⼟砂は港外に流出

最
上
川

最
上
川

既定計画 今回計画

最上川を流下する⼟砂の拡散予測

最上川から流出する土砂が港内に流入するおそれがあることや、小型船舶が入出港する際、防波堤
を迂回する必要があることから、防波堤の配置を見直す。
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土 砂

小型船舶

土 砂

小型船舶

沖防波堤 600m（新規）
第二北防波堤 2,050m⇒1,560m



８．小型船だまり計画

〇入船町6番物揚場（-3.0m) ⇒削除
漁船の利用にあたっては、既存の施設で機能は満足しているため、計画から削除する。

〇北港船だまり(-3.0m)
利用見込みがないため、計画から削除する。

既定計画 今回計画
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⼊船町6番物揚場(-3m)
⇒計画削除

北港船だまり(-3m)
⇒計画削除



９．臨港交通施設計画

臨港道路の計画の変更はないが、未整備の区間及び要改良区間について、優先度の高い区間から
の整備を目指していく。

臨港道路 南浜線
（２⾞線）

臨港道路 外港埠頭線
（４⾞線）

臨港道路 大浜宮海線
（４⾞線）

臨港道路 宮海線
（２⾞線）

臨港道路 酒⽥臨海１号線
（２⾞線）
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至 秋田市

至 山形市
至 新潟市

至 日本海東北自動車道
酒田みなとＩＣ



１０．土地造成計画

既定計画

既存の海面処分・活用用地（浚渫土砂埋立区域）は竣功が近づいていることから、新たな海面処分用
地を確保する。
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海面処分用地
12.7haの追加

海面処分用地 11.3ha

残容量不⾜

埠頭用地（海面処分・活用用地）1.4ha
古湊３号岸壁改良事業に合わせて、
埋⽴⼯事を実施予定

今回計画



１１．大規模地震対策施設

大規模地震発生時においても緊急物資の荷役が可能となるよう耐震強化岸壁を計画する。
現在は高砂１号岸壁と宮海２号岸壁（既設）が位置付けられているが、早期整備を目指し古湊３号
岸壁を耐震化する。
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古湊埠頭第3号岸壁 (-12m)230m
古湊３号岸壁改良事業において
耐震化予定

宮海埠頭第2号岸壁 (-10m)170m
耐震化済

高砂埠頭1号岸壁 (-14m)280m
耐震強化岸壁の位置付け解除



１２．港湾の再開発 （１）利用形態の見直しが必要な区域【物流機能】

酒田港周辺の企業の将来的なトラックドライバー不足を踏まえ、トラック輸送からのモーダルシフト等
に対応するための埠頭開発を検討する。
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モーダルシフト等に対応するため
の埠頭開発を検討する区域



１２．港湾の再開発 （２）利用形態の見直しが必要な区域【クルーズ船受入れ】

海鮮市場
みなと市場

中町山居倉庫

日和山公園

大型のクルーズ船受⼊れ状況小型のクルーズ船受⼊れイメージ

本港地区

北港地区
（古湊ふ頭）

クルーズ船寄港回数
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日本船社 外国船社

実績 予定

クルーズ船の寄港拡大を図るため、北港地区でのクルーズ船の受入れに加え、小型のクルーズ船
は、本港地区での受入れを目指す。
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１３．土地利用計画

以上の変更に基づき、陸域の面積は807ha→820haとなる。
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地区名 既定計画 今回計画

本港地区 173ha 173ha

外港地区 149ha 160ha

北港地区 485ha 487ha

合計 807ha 820ha


